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平成 28年度　市の重点目標 問政策財政課政策企画係☎51 6710

※このページでは、内容を要約して掲載しています。
　市ホームページでは、重点目標の達成に向けた具体的な取り組み項目なども記載していますので、詳しく
　は市ホームページをご覧ください。

市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ

　今年度の市政運営方針に沿って掲げた「平成 28 年度における各部等の重点目標」の中で、最も重要な項目をお
知らせします。各部等一丸となって取り組みを進めていきます。

公共施設等総合管理計画の策定
目標値　平成 29 年２月までに管理計
画を策定します。

市役所新庁舎建設に向けた諸準備と
実施設計の作成
目標値　平成 29 年３月までに新庁舎
建設実施設計を完成します。

少子高齢化・人口減少対策
目標値　
▶住宅購入等助成制度を活用した移
　住者 30 世帯 90 人
▶出会い・結婚活動の支援補助５件

第２次十和田市総合計画の策定
　「第２次十和田市総合計画」は、市
の最上位計画として、総合的かつ計
画的な行政運営を進めていくための
指針となる計画です。
目標値　平成 28 年９月までに次期総
合計画・基本構想を策定します。

市民サービスの向上
目標値　
▶平成 29 年４月から住民票などのコ
　ンビニ交付を実施します。
▶平成 29 年３月までに 800 カ所の街
　区表示板を更新します。

時代に合った地域をつくり、地域連
携を図りながら、安全安心なくらし
を守る
目標値　
▶新たな地域コミュニティ２地区を
　立ち上げます。
▶防犯灯・街路灯約 7,000 基をＬＥ
　Ｄ化します。
▶空家対策基本方針（案）を作成し
　ます。

子育てに関する支援体制の充実強化
目標値　子どもが健やかに育ち、子
どもを安心して産み育てられる環境
づくりを目指して、平成 28 年９月ま
でに子ども医療費の助成を拡大しま
す。

健康寿命延伸のため、生活習慣病の
予防を目的とした健康診査受診率の
向上と運動習慣の定着
目標値
▶特定健康診査受診率 50％
▶運動習慣定着率
　・壮年期（40 ～ 64 歳）31％
　・前期高齢者（65 ～ 74 歳）48％

青年就農者への支援と農村地域の活
性化
目標値　
▶青年就農者 10 人
▶移住・定住就農者３組

とわだ産品を活用した地域内連携に
よる６次産業化の促進
目標値　
▶認定事業者数２事業者
▶主要農作物販売額前年度比５％増

総合的な観光振興の推進による地域
の活性化
目標値　
▶市内入込客 290 万人
▶国立公園（十和田地区）
　入込客200 万人

商工業の振興を通じ、経済の活性化
を図ることによる雇用情勢の向上
目標値　
　有効求人倍率（十和田管内）1.10

道路の防災・安全対策の推進
目標値　
▶橋梁 60橋の点検を実施します。
▶交差点２カ所の改良工事を実施し
　ます。

公共施設における樹木の適正な管理
目標値　
▶危険木等の調査・伐採
　（公園３カ所、保全地区５カ所）
▶街路樹の撤去１路線

簡易水道と上水道の統合整備の推進
目標値　上水道第７次拡張事業及び
老朽管更新事業の平成 28 年度完了を
目指します。

快適な住環境の確保に向けた水洗化
対策と下水道施設整備の推進
目標値
▶し尿・浄化槽汚泥受け入れ調査と
　計画の策定
▶小型浄化槽設置 30 基
▶水洗化率 86.2％

病院事業の経営安定化
目標値　医業収益の向上とコストの
削減を図り、単年度収支において現
金ベースでの黒字の確保を目指しま
す。

次代を担う人材の育成に向けて、地
域との連携を重視しながら、学校教
育の充実を図る
目標値　全国学力・学習状況調査に
おいて「学校に行くのが楽しい」と
回答する割合を小学校６年生、中学
校３年生ともに 90％を目指します。

市民の学習環境づくり、地域に根ざ
した多彩な文化・芸術・スポーツ活
動の推進
目標値　社会教育事業・スポーツ活動
への参加者数 11 万 9,000 人

遊休農地の発生防止と再生可能な農
地の有効利用の促進
目標値　遊休農地解消面積 4.0ha

農業の担い手の確保に資する制度等
の利用拡充
目標値　
▶農業者年金新規加入者数７人
▶家族経営協定新規締結５組
▶農業体験交流会等実施２回
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